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多
摩
大
学
サ
プ
ラ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経

営
・
戦
略
研
究
所
（
多
摩
大
学
Ｓ
Ｎ
Ｍ

研
究
所
）
は
、同
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
サ
プ
ラ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
戦
略
会
議
（
Ｓ
Ｎ
Ｍ
戦
略
会
議
）
を

年
度
内
に
全
八
回
開
講
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て

開
催
し
た
公
開
講
座「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
戦
略
会
議
」
が
参
加
者
か
ら
好
評
を

博
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
開
催
と
な

っ
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
サ
プ
ラ
イ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
け
る
「
環
境
（
Ｃ
Ｏ
２

削
減

問
題
含
む
）」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
主
と

し
て
東
南
ア
ジ
ア
）」
お
よ
び
「
物
流
に

係
わ
る
人
材
教
育
と
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
三
点
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
や
荷
主
企
業
の
経
営
者
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分

野
で
秀
で
た
研
究
者
と
し
て
定
評
の
あ
る

大
学
教
授
な
ど
が
講
師
を
務
め
る
。

　

第
一
回
Ｓ
Ｎ
Ｍ
戦
略
会
議
は
八
月
二

二
日
に
開
催
。
多
摩
大
学
名
誉
学
長
の

野
田
一
夫
氏
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
全

国
通
運
の
米
本
亮
一
社
長
が
「
環
境
物

流
の
構
築
│
物
流
新
幹
線
と
中
国
・
韓

国
へ
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
│
」
を
主
題

と
し
て
、新
し
い
環
境
国
際
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
語
る
。

　

九
月
一
九
日
に
予
定
し
て
い
る
第
二

回
会
議
第
一
部
で
は
、
岡
山
大
学
経
済

Ｓ
Ｎ
Ｍ
戦
略
会
議
を
年
度
内
に
８
回
開
催

「
環
境
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
な
ど
テ
ー
マ
に

学
部
の
津
守
貴
之
准
教
授
が
「
物
流
リ

ス
ク
対
応
と
し
て
の
国
内
物
流
業
界
の

活
性
化
」
を
論
じ
る
。
物
流
活
動
の
効

率
化
・
利
便
性
向
上
に
は
国
内
物
流
業

界
全
体
の
活
性
化
、
何
よ
り
現
場
担
当

の
物
流
事
業
者
の
成
長
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
、
陸
運
・
港
運
な
ど
各
市
場

の
課
題
を
概
観
す
る
こ
と
を
通
し
て
解
説

す
る
。

　

第
二
部
に
お
い
て
は
リ
コ
ー
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
の
ク
ォ
ロ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
菅
田
勝
氏
が
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
、

経
済
動
向
等
を
踏
ま
え
た
、今
後
の
優
位

性
を
実
現
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
革
新
」

を
テ
ー
マ
に
、市
場
縮
小
時
代
に
お
け
る

Ｓ
Ｎ
Ｍ
の
あ
り
方
を
探
る
。

　

日
程
は
別
表
の
通
り
。
参
加
料
は
全

八
回
分
で
八
万
四
〇
〇
〇
円
（
消
費
税

込
み
）。
時
間
は
い
ず
れ
も
一
四
時
三
〇

分
か
ら
一
七
時
三
〇
分
ま
で
。

◆第1回　2008年8月22日
◆第2回　2008年9月19日
◆第3回　2008年10月17日
◆第4回　2008年11月21日
◆第5回　2008年12月12日
◆第6回　2009年1月23日
◆第7回　2009年2月20日
◆第8回　2009年3月13日
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多摩大学サプライネットワーク
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久保田正義
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